
戸塚　輝夫（公認会計士）（委員長）

山中　健児（弁護士）

久賀　みず保（鹿児島大学准教授）

令和５年４月１日～令和５年６月３０日

１６６件 １者応札案件５８件

契約の相手方が公益社団法人等の案件４件

８件 １者応札案件５件

（抽出率４．８％） （抽出率６３％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件１件

（抽出率１３％）

６件　 １者応札案件３件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

２件　 １者応札案件２件

契約の相手方が公益社団法人等の案件１件

特になし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

標準型プロポーザル

指名競争

公募型指名競争

随意契約（企画競争・公募）

随意契約（その他）

物品・役
務等

一般競争

公募型プロポーザル

随
意
契
約

業務

指
名
競
争

その他の指名競争
抽
出
案
件
内
訳

随意契約

公募型競争

その他の随意契約

一般競争

工事

指
名
競
争

（特記事項）

第６３回水産庁入札等監視委員会　審議概要

（ホームページ掲載日：令和６年１月11日）

開催日及び場所

審議対象期間

委員

簡易公募型プロポーザル

令和５年９月２８日（木）水産庁外国人応接室

その他の指名競争

審議対象案件

簡易公募型競争

うち、

工事希望型競争 該当なし

該当なし

うち、

該当なし

一般競争

該当なし

うち、

抽出案件

該当なし

うち、

該当なし

該当なし



　 特になし

－

（特になし） －

６．令和５年度水産基盤整備調査委託事業
「漁村活性化に向けた漁港施設利活用方策
検討調査」

５．乗用自動車リース契約

（特になし）

具体的にはどの様な事業が拡充されたので
しょうか。

餌代が高騰してきており、それを解決するた
めに、よく成長する人工種苗を開発するという
課題に対応する事業を新しく新設したところで
す。

－

３．令和５年度養殖業成長産業化技術開発
事業

落札額が昨年度より上がっているのは、何故
か教えていただけますでしょうか。

事業メニューを拡充し、予算額自体が大きく
なっており、合わせて応札額も大きくなってきた
ということになります。

４．令和５年度まぐろ類流通管理データベー
スの効率化調査及びシステム更改に係る要
件定義書作成等業務

〔これらに対し部局長が講じた措置〕

委員からの意見・質問、それに対する回答
等

応札する側が事業を実施するために必要な
知見・技術など必要な社を選定したというとこ
ろだと思っています。

８．令和５年度ウナギ種苗の商業化に向け
た大量生産システムの実証事業

（特になし） －

委員会による意見の具申又は勧告の内容　

（特になし）

令和３年度から続けていますが、なかなか実
現には至らないのでしょうか。

意見・質問

事務局：水産庁漁政部漁政課 政策評価班

２．令和５年度水産基盤整備調査委託事業
「有明海水産基盤整備実証調査」

事業の成果として、人工種苗のウナギから卵
を採って、その卵を育てて稚魚にすることに成
功していますが、現状、人工種苗を天然種苗と
同等なものとして社会実装しようとすると、供給
可能尾数やコスト面で差があるため、より安価
で大量に作れる技術開発を行っています。

回答等

７．令和５年度放射性物質影響調査推進事
業のうち水産物中の放射性物質の影響調
査業務

令和３年から４年、５年で契約金額が上がって
きているが何か要因はあるのでしょうか。

令和３年４月にアルプス処理水の海洋放出
が閣議決定され、水産物の検査数をかなり増
やしており、業務量も増えたということが要因と
なっています。

共同実施機関７社はどのようなプロセスで決
定されているのでしょうか。

１．令和５年度有明海のアサリ等の育成技
術高度化実証事業
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